
     ト ー マ ス ・ マ ン の 『フ ァ ウ ス ト ゥ ス 博 士 』

       ― デ ュ ー ラ ー の機 能 に つ い て の 一 考 察 ―

                         千 田 ま や

 トー マス ・マ ンの小説 『フ ァウス トゥス博 士』 は,1943年5月 か ら1947年1月

まで亡命先 アメ リカの カ リフ ォル ニアで書かれた。語 り手 ゼ レーヌス ・ツァイ ト

ブ ロームに よる友人 の作 曲家 アー ドリアー ン ・レー ヴァーキ ュー ンの生涯 の回想

とい う形式 を とる この小説 では,時 間が3重 構造 を なす仕 掛けにな っている。 ま

ず一つ は語 り手 の回想 録執 筆の時間,す なわち1943年5月 か ら1945年,そ して回

想 された時間,す なわ ち作曲家 アー ドリアー ン ・レー ヴァーキューンが生 きてい

た1885年 か ら1940年,そ れか ら,ル ターや,伝 説 の フ ァウス トゥス博士 の時代,

終 末 思想 や宗教改革 に揺 れ る中世末期 であ る。最後 の時間の層は,マ ンが国家社

会主 義下 の ドイ ツを,宗 教改革運動 の時代への逆行 として位置づけ,双 方を ドイ

ツ民 族特有の社会 現象 と考 えてい たた あに導入 された。1)マ ソは こ うして主人公

レーヴ ァーキ ュー ンの生涯 に,5世 紀 の間をおいて繰 り返 された ドイ ツ民族の運

命 を凝縮 した のであ る。

 マ ンが この小説 に中世 末期 の時 間の層を導入す る際に用 いた資料は,既 に多数

の研 究者 に よって明 らかに され ている。2)マ ンは,フ ァウス ト伝説 のほか,ル ター

や デ ュー ラーを中心 に資料を集め たのだが,本 稿で は ファウス ト伝説 とル ターに

関す る資料が ど う生か されたか につ いては立ち入 らないことにす る。ただ マンの

ル ター像につ いては,デ ュー ラー像 とも深 く関わ つているので簡単に触れてお き

たい。

 マ ソのル ター受 容 の変 遷につ いてはLehnertの 詳 しい研究があ る。3)そ れ に よ

る と,マ ンは ル ターを,1915年 か ら18年 に 書かれた 『非政 治的人間の考 察』の頃,

最 も高 く評価 し,個 人 のエ トス,内 面的 自由を唱,x,人 文 主義的R一 マに抗議 し

た非政 治的 ドイ ッ的人 間であ る とした。4)し か し,小 説 『フ ァウス トゥス博 士』

においては,ル ターの改革が国家社会主義支持の動 ぎ と重ね られ,さ らにル ター
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が悪魔 と関係す る野卑 で民衆的な国粋主義者 クンプフ教 授 とい う人物 にパ ロデ ィ

化 され,最 も低い評価を受けている。

 た だ しLehnertは マ ンが 『非政治的人間 の考 察』執筆 時 においてす ら,愛 国

主義的 ルター讃美 とは あ くまで も一線を画 していた こ とに注意を促 してい る。5)

そ れ を象徴す るように,当 時マ ンは,ル ターの胸 像 と共 にホルバ イ ンに よるエ ラ

スムスの 肖像画を愛好 していた。6)こ の エラスムスを マ ンは ルターの対極Y`位 置

す る人物 として捉え,『 非政治的 人間の考察』 の 中で も,ま た,数 多 くの ゲーテ

論 の中で も,エ ラスムスが宗教改革に対 して と った冷や かな態度を,ゲ ーテの フ

ランス革命に対す る態度 に比 して賞賛 している。7)

 マ ンが エ ラスムスをル ターに対置 し,そ れ に よってル ターか ら一定 の距 離を お

こ うと した背景 にはニーチ ェの影響があ った もの と考 え られ る。

 ニ ーチ ェは 『人間 的な,あ ま りに人間 的な』 第一部237に お いて,個 人 や思想

の解放,科 学へ の情熱 な どを実現 したイ タ リア ・ルネ サ ンス の動 きに逆行 し,キ

リス ト教 を再建 した ルターの改革を,中 世 の世 界観 に囚われた反動的 回帰 とみ な

している。8)

 中世 人 ルターに人文主義者 エラスムスを対置 す る この よ うな見方 は,マ ンの ル

ター像 の原型 であ った といえるだ ろ う。 マ ンは1925年 に,エ ラスムス とル ターを

主人公 に した 小説を構想 してい る し,晩 年 の未 完の作品 『ル ターの結 婚』 で も,

ル ターにエ ラスムスのタイプの人物を対置 してい る。9)そ して小説 『フ ァウス ト

ス博士』 の主人公 レー ヴァーキ ューン と語 り手 ツ ァイ トブ ロームの生 いた ちや志

向にも二 人の人物像 がそれ ぞれ反映 され ているので あ る。

 マ ンのデ ュー ラー受 容に も,ル ターの場合 と同様 ニーチ ェが関係 してい る。 マ

ンは1928年 ア メ リカの雑誌 。The Dial"に 連 載 していた 。German Letters"の 中

で,生 誕400周 年Y'`ち な んでデ ューラーを取 り上 げた 時,自 分は デ ューラーの世

界を ニーチ ェを通 じて知 った と述べ ている。Io)

 ニ ーチ ェを通 じて,と い ってもニーチ ェ自身が の こ したデ ュー ラ―に関す る記

述は多 くはない。 そ の うち特に重要 な もの と しては,r悲 劇 の誕生』(1872)の 中

で,シ ョ―ペ ンハ ウアーがデ ュー ラーの銅 版画 『騎士 と死 と悪魔』 の騎士 にた と

え られ ている箇所が挙 げ られ る。11)こ の箇所 が書 かれた い きさつは,『 非政治 的

人間の考察』 と同 じく1918年 に 出 されたエル ンス ト・ベ ル トラム著rニ ーチ ェ』

の中 の 『騎 士 と死 と悪魔 』の章に詳 しい。12)そ れ に よる と,ニ ーチ ェは ヴ ァー
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グナ ーに会 う前 か ら ヴァーグナー とシ ョーペ ンハ ウアーとの間に共通す る ものを

感 じていた。そ の共通す るもの とは,1868年10月 のErwin Rohde宛 の 手紙に よ

れば 「倫理的 な空 気,フ ァウス ト的な匂 い,十 字 架,死,墓 穴」13)で あ る。彼

はそ の一 ケ月後 ヴ ァー グナ ー と念願の対 面を果た し,ヴ ァー グナ ー自身の 口か ら

「シ ョーペ ンハ ウアー こそ,音 楽の本質を認 識 した唯一の哲 学者だ」 とい う言葉

を聞 いて感激 した。14)翌 年5月 の ヴァーグナ―宛 の手紙 で は,ヴ ァー グナ ーを

シ ョーペ ンハ ウアーの 「精神的 兄弟」 と呼び,こ の二人が 自分に 「ゲルマ ン的 な

生 の厳粛 さ」を教 えて くれ た,と 感謝 してい る。15)そ して,ヴ ァーグナーが デ ュ

ー ラーの銅版 画 『騎士 と死 と悪魔』 と 『メ ランコ リアL』 を愛好 してい るのを

知 っていた ニーチ ェは,1870年 の ク リスマスに 『騎士 と死 と悪 魔』を ヴ ァー グナー

に贈 った。翌1871年r悲 劇の誕生』の草案 において,ニ ーチ ェが銅版 画の騎士 を,

ゲ ルマ ン的 ペ シ ミズムを抱 くモ ラ リス トの象徴 として シ ョーペ ンハウアー と結 び

付け た時,当 然彼は ヴァー グナ ーを も意識 していた筈であ る。

 以 上 のエ ピソー ドに加xて,ベ ル トラムは この騎 士の像 との関連で 「人生は騎

士道 であ る。〈中略 〉悪 魔 と死 と戦 うために,各 人が 自己 の人格 の甲冑に身を 固

め,武 装 してい なけれ ぽな らない。」 とい うルターの言葉を 引用 し,16)ま た 一方

で ニーチ ェがr人 間的 な,あ ま りに人間的 な』 への第二部 の序文 の中で,「 い っ

さいの存在 に固有 な恐 ろ しく,ま た疑わ しい ものを恐れず,進 んでそれ らを求 め

る」 ペ シ ミズ ムへ の意志,「 勇気,誇 り,大 い なる敵 を求 め る欲求」 を 自分は 固

持す る と語 っている箇 所を 引用 す る。17)

 ベ ル トラムが この よ うに,騎 士 の姿 にル ターとニーチ ェを重 ねたのは,ニ ーチ ェ

を 「情熱的,英 雄 的,禁 欲的,絶 望的な キ リス ト者」と して位置付け るため であ っ

た。彼 は ニーチ ェのル ター批 判 さえ も,キ リス ト教 を,批 判に よって再建 した ル

ターの行為を踏襲す る,ド イ ツ精神特有の 「みずか らの胸 のなかでの兄弟争 い」

とみ なす。 さらにベル トラムは,こ の騎士像の作者 デ ューラーを も 「ル ターの忠

実 な追 随者 」,is)「 北 方的 キ リス ト教的理想の成就老」is)と み な してい る。

 このベル トラムの ニーチ ェ論 におけ るニーチ ェ,ル ター,デ ューラー像 は,ほ

ぼ 同時期 に成 立 した マ ンの 『非 政治的人間の考察』 におけ る三者の人物像 を考 え

る上 で特 に重 要 であ る。

 『非政 治的人間 の考 察』 の中の 『市民性』の章 には,こ のベ ル トラムの 『騎士

と死 と悪魔』の章 を縮約 したか の ような箇所 がある。マンは ニーチ ェの 「倫理 家」

としての禁欲 的 な生 き方,す なわ ち 「自己克 服 と自己懲罰 と自己礫 刑」が 由来す
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るところは,「 ナウムブル クの牧 師の息子 の プロテ スタ ンテ ィズム」,「銅版画 『騎

士 と死 と悪魔 』を と りまいてい るあの北欧 的 ドイ ツ的,市 民的デ ュー ラー的道徳

的 な世界,こ の厳 粛で徹底 して非 『南国的』 であ った魂 に とって,最 後 まで故郷

であ りつづ けた世界」 であ ると し,そ の根 拠 として1868年 のRohde宛 の 手紙 の

「十 字架 と死 と墓 穴」 の箇所を引用 して い る。20)

 マ ンは こ こでデ ューラーの銅 版画 を,禁 欲 的倫理的 な北方 プロテス タンテ ィズ

ムの象徴 とみ なしてい る。 しか し,な ぜ こ こで突如 としてデ ュー ラーが引 き合 い

に出 され るのか,い ささか唐 突な印象 を受 け る。 ニー チ ェが シ ョーペ ンハ ウアー

を騎士 にた とえたのは,引 用 された手紙 よ りも後 のr悲 劇 の誕生』 の中で のこ と

であ った。手紙 に書かれてい るのは,あ くまで シ ョーペ ンハ ウアー とヴァ-グ ナー

の共 通点 であ り,それが書かれた時点 では,デ ューラーの銅 版画 とは無 関係 であ っ

た。 マンはデ ューラーの銅版画を出 して お きなが ら,な ぜ 『悲劇 の誕生』 では な

く 「十字架 と死 と墓穴」 の手紙 を引用 した のか。1929年,。The Dial"に 載 せ た

デューラー論 でも,マ ンは 『非政 治的人間 の考 察』 の この箇所をそ の まま引用 し

てい る。21)こ の よ うに マ ンの中で,デ ューラ ーの銅版画 と 「十字 架 と死 と墓穴 」

の箇所 とが結 び付いた理由 としては,ベ ル トラムのニーチ ェ論 の影響 を想定す る

のが最 も自然 であ るよ うに思われ る。

 1917年3月4日 のベ ル トラム宛の手紙 で,マ ンは彼 に 「十字架 と死 と墓穴」 の

出典を尋ね,さ らにr騎 士 と死 と悪魔』 の章 の タイ プ原稿が あれ ぽ貸 して くれ る

よ うに と頼ん でい る。22)こ れ は仮説 だが,マ ンが ベル トラムの原稿 を読 んだ上

で 『市民性』 の章 の問題 の箇所を書 いた,あ るいは書 き足 したのではな いだろ う

か。23)も しそ うであ るな らば,マ ンの デ ュ― ラー像 は,ニ ーチ ェに よって,と

い うよ りもむ しろベル トラムのニーチ ェ論 に よ って形 づ くられ た ことに なる。

 マ ンが彼 の 『騎士 と死 と悪魔』の章 に どれほ ど共 感 したか は,1918年 に ベル ト

ラムに著書 を贈 られた時,「 感動 を もって」 この章 を読 んだ(9月12日)と い う日

記 の記述 に よくあ らわれて いる。 マ ンがその共感 を変わ らず持 ち続 けた ことは,

1929年 の デ ューラー論へ の再 度の引用 に表 れ てい る し,24)ま た その引 用箇所 に

続 く 「死 と悪魔 のあいだ の騎行:受 難 地下墓所 の冷気,苦 難へ の共 感,フ ァウ

ス ト的 メランコリー」 とい う部分 は,1931年 の 『現 代に おけ る ドイ ツ作家 の使 命

につ いて』の中 でも,ド イ ツの名 匠気質 の象徴 として引用 され た。25)な お,『 フ ァ

ウス トゥス博士』へ のデ ュー ラーの世界 の引用箇所 を詳 細 に論 じた長橋芙 美子 氏

の 論 文 に 指 摘 さ れ て い る よ う に,26)こ の 中 の 「地 下 墓 所 の 冷 気 」
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(Kryptenhauch)と い う言葉 は 『フ ァウス トゥス博士』の中 で,ア ー ドリア ーン

の音 楽の ドイ ツ性を形容す る際 に使われ てい る。

 この よ うにマ ンのデ ューラー像は,マ ン自身のデ ューラーへの関心 に基づ くと

い うよ りは,ベ ル トラムのデ ューラー像に負 うところが大 きか った と考え られ る。

『非政治的人 間の考察』 に始 ま り,デ ューラー論 に至 るまで,マ ンはベル トラム

に ならって,デ ュー ラーを,ル ター,シ ョーペ ンハ ウアー,ヴ ァー グナ ー,ニ ー

チ ェが形づ くる ドイ ツ精神 の系 譜に連 なる存在 として捉え ていた。 ニーチ ェ小説

『フ ァウス トゥス博士』に,デ ューラーの世界 が導 入 された の もこの よ うな デ ュー

ラーの位置 づけを考 えれ ば,当 然であ った と言え よ う。

 で は次に実際 に 「フ ァウス トゥス博士」 の中で デ ューラ ーが ど う生か され てい

るか をみてみた い。 そ してそ れが 「非政 治的人間 の考察」 以来 マンが抱 いてきた

デ ュー ラー像,そ して 「フ ァウス トゥス博士」執 筆に際 して彼が参考に した研究

書 のデ ュー ラー像 とどの ような関係にあ るのかを考xて み たい。そ うす る ことに

よって,小 説 の中でマ ンが デ ュ-ラ ーに与 えた機能がみえて くる筈であ る。

 マ ンは,1943年4月,Waezo1dtの デ ューラー研究 『デ ューラーとそ の時 代』

を読 み,抜 き書 きをつ くった。 マ ンはこの研究書を 「驚 くほ ど国家主義的」 であ

る と評 したが,27)マ ンが この本 か ら小説 に取 り入れた箇所 は,人 名や 人物 の風

貌,時 代背景,作 品解説 な ど数多 い。そ の詳細につ いては既に多 くの研究 に よっ

て解明 されて い るので,こ こで は特 に銅版画 『騎士 と死 と悪魔』 と 『メランコ リ

ア1』 だけを考 察す る。

 銅 版画 『騎士 と死 と悪魔 』 は,第 十四章 で,ハ レ大学の神学生達 と主 人公の,

ドイ ツ性 め ぐる討論 のなか に生か され てい る。28)学 生 の一 人 ドイチ ュ リー ンが

ルネサ ンス時 代 のフ ィレンツ ェ市民 の宗教観 とルターの宗教改革 とを比較 し,「新

た に改革 され た信仰 を もた ら した」宗 教改革 こそ,「 再び原初 的な ものの中に飛

び込 む」 「青 春 の勇気」,「死 して成れ の精神 」「死 と再生 との認識」「デ ューラー

の描 く死 と悪 魔 の間の騎 行 として」 と りわけ ドイ ツ的である と言 う。 この言葉は

「ル ターの改革 は...ル ネ サ ンスの宗教的な ものへの応用 に過 ぎなか った」 とい

うア ー ドリアー ンの発言へ の反論 であ るが,二 人共,宗 教 改革 を宗教 への回帰 と

して,イ タ リア ・ルネサ ンスや フラソス革命に逆 行す る運動 として捉 えてい る点
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では一致 している。既 に述べ た ように,こ の見方 は ニーチ ェに 由来す る。ドィチ ュ

リー ンの言葉 は,ま だ後 の ドイ ツの運 命を予想 だに しなか った青年 の民族 主義的

心情 の表 れであ り,こ こでデ ュー ラーの騎士 は,美 化 された民族主義的 ル ター像

として使 われているのであ る。

Waezoldtの デ ュー ラー論 には,こ の銅版画 の騎 士を め ぐるさまざまな解釈が

列 挙 され てい る。29)そ の モデル と しては,小 説 にあ る よ うなル ターのほ か,盗

賊騎士,フ ッテ ン,エ ラス ムスな ど様 々な名前 が挙 げ られ てい る。ただ し,ル ター

説 は,騎 士 がル ター と見徴 され たのはデ ュー ラーの死後 の ことだ とい う理 由で否

定 されてい る。30)

 しか し,マ ンに とって重要 なのは,こ の銅版画 自体の成立 事情では なか った。

ドイチ ュリー ンが語 る騎士像 は,『 非政 治的人 間 の考 察』 の マ ンや ベル トラムが

抱 いていた像にほかな らない。 ベル トラムは この騎 士に ル タ― とニーチ ェを重ね

た し,マ ンは この銅版 画を 「北 欧的 ドイ ツ的」,「徹底 して非 『南 国的』であ った」

ニーチ ェの魂 の故 郷であ ると語 った。

 マ ンが この ような過去 の 自分 の騎士像 を ドイチ ュ リー ンに語 らせた のは,後 年

のベル トラムに象徴 され るよ うな,美 化 された民族 主義が第 三帝国支持へ とつな

が ってい く危険性 を指摘 し,ま た 同時に 自己批 判 を行 うためで ある と考 え られ る。

ただ し,こ こではル ター讃美 の批判 は行 われ てい るが,そ の批判は,当 時 のマ ン

のル タ―像そ の ものの否定 までには至 って いな い ことに注意 したい。『非政 治的

人 間の考 察』 の頃か らマ ンが支 持 していた,反 ルネサ ンス として の宗教改革,中

世 への反動 家ルター とい うニーチ ェの見 方は,民 族 主義 と宗 教改革運動 とを反 人

文主 義 とい う共通 項で結び付 ける この小説 に,そ の まま生か され ているので ある。

 さ らにWaezoldtに よれば,『 非政 治的人間 の考 察』 の中で 「徹底 して非r南

国的』」 と評 された この銅版画は,実 は レオナル ドの騎 馬像の模写 に基 づ くもの,

す なわ ちイ タ リア ・ルネサ ンスの影響 下 に出来上 が った もの であ った。31)し か

しベル トラムはそれを認 めた上 で,銅 版 画の この よ うな 「半 ぽ芸術的,半 ば哲学

的一人文的な成立」の「形式上の混血性」こそ「極度 に ドイ ツ的 であ り,しか もニーチェ

的に超 ドイ ツ的」で ある とす る。32)マ ン も1931年,r現 代 に おけ る ドイ ツ作家 の

使命 について』の中でデ ュー ラーについて同 じような見方 を してい る。

 「ゲーテはデ ェーラーの絵 を前 に して 『暗欝 な形式 と底無 しの フ ァンタジ ー』

を嘆いた。 この嘆 きは.,。 北 国へ の本質的 な嫌悪か ら出た ものだ。...し か しハ ン

ガ リーの血 を半分受けついだ この ニュル ンベ ル ク生 まれ の画 家 とゲーテは,自 己
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満 足 しな い,外 へ向か って開かれた超越的 な ドイ ツ主義 とい う点 では兄弟であ っ

た。 この最 も ドイ ツ的 な両者 は 『凍>xつ つ 太陽 に憧れ ていた』 のだ。」33)

 そ して マ ンは小説 の第25章 で イタ リアのパ レス トリーナに滞在 中の主 人公 の前

に現れた悪魔 に こ う語 らせ る。

 「確 かに僕 は ドイ ツ的 だ,純 ドイツ的 と言 いた い くらいだ,し か し古 き,よ り

よき流儀で ドイ ツ的な のだ,つ ま り,心 底か らの コスモポ リタ ンなのだ。君 は こ

の土 地で の僕 の存在 を否 定 し,美 しきイタ リアへの昔か らの ドイ ツの憧憬,ロ マ

ンテ ィックな放浪 の衝動 を考 え に入れ ない!僕 が ドイツ的だ とおっ しゃるが,僕

だ って デ ュー ラー風 に言 えぽ,凍 えながら太陽 に憧れ るこ とが あるのを,旦 那 は

認 めて くだ さ らない。」34)

 「ドイ ツ性」 につい てのベ ル トラムや悪魔 の レ トリックは,デ ュー ラーのイ タ

リア ・ルネサ ンスとの関わ りを も,彼 の ドイ ツ性 の証 しに して しま うのである。

 悪 魔 との対話 の舞台 にパ レス トリーナが選ばれた ことは,主 人公 レーヴ ァーキ ュ

ーンもや は りデ ュー ラー と同 じく 「凍 えなが ら太 陽に憧れ」 ていた ことを示す。

これ こそ主人 公の ドイ ツ性 の証 しである として,悪 魔 は彼 に 「僕 がいる ところ,

そ こがカイザースア ッシェルンだ」と素直に認め よと促す。35)こ の カイザースア ッシェ

ル ンは主人公 の故郷 であ り,ニ ュル ンベル ク,ナ ウムプル ク,リ ューベ ックの他,

宗 教 改革 運動 ゆか りの地か ら合成 された架空の都市 で,「 ドイ ツ性 」の代名詞 と

して使われ てい る。

 な お この対 話には,マ ンの 自伝的要 素 も多分に含 まれ ている。 マ ンは1895年,

最 初 のイ タ リア旅行 でパ レス トリーナ―やローマを訪れた。特 に ローマの広場で ヴ ァ

ー グナ ーの音 楽を聴 いた ときの感動 は
,「超 ドイ ツ的」かつ 「愛 国的感情」 の源

泉に な った,と 『非 政治的 人間 の考察』に記 され ている。36)彼 が 『ブデ ンブロー

ク家 の人 々』 を構想 した の も1897年 の イタ リア滞在 中であ った。悪魔 にその ドイ

ツ性 を指摘 され る主 人公 には,ミ ュンヘ ンに暮 らして初め て リューベ ックに,イ

タ リアに滞在 して初 めて ドイ ツに郷愁を感 じたマ ン自身の姿が投影 され ているの

であ る。

 次 に 『メラ ンコ リア1』 の場 合を考えてみたい。

 マ ンの デ ューラー論 の 「フ ァウス ト的 メランコ リア」37)と い う表 現は,『 メラ

ンコ リアI』 を小説 と関係 づけ るもの として重要 であ る。描か れた人物 を フ ァウ

ス トにた とえた研 究者 も多 く,Waezoldtも この銅版 画を天才 的創造者 が陥る絶

                一123一



望感 の表現 とみな して いる。小説 では,悪 魔 が上機嫌 とメ ランコ リアの間 を往 き

来す る芸術家 の本性 について語 り,そ れ を さらに極端 に した24年 間 を主人公 に約

束す る。 その時間 の讐 えには銅版画 の鐘 と砂時計が使 われ ている。38)

 銅 版 画か ら取 られた も う一つ の重要 なモチ ーフが魔方 陣 である。 これは まず数

学 を愛好す る主人公 の部屋 の装飾 として登場 し,39)主 人 公が 自分の作 曲の理 念

を語 る場面 で彼の12音 技 法にた とえ られ る。40)こ の 技法 は,12の 異 なる音か ら

なる音列 を使 って旋律 と和声 を作 り,12の 音 すべ てを完全 に同等 に組織化す る方

法 で,ア ドル ノの 『現 代音 楽 の哲 学』 の原稿 か らマ ンが取 り入れ た もので あ

る。41)小 説 では この技 法 の,横 すなわ ち旋律的 に も,縦 す なわ ち和声的 に も厳

格 な法則性 に従った個 々の音 の配置 が,魔 方 陣の,縦 横 斜め の和 がすべて34に な

る各 々異 な った数 の配 置にた とえ られてい る。主人 公に よれ ぽ,こ の よ うな音 の

完全 な組織化 は,音 楽の魔 術性 の秩序 に よる合理化 を実現す るものであ った。 と

ころが語 り手 ツァイ トブ・一ムは,逆 にその秩序に,迷 信的 な もの,占 星術 の よ

うな魔法 めいた ものを感 じ取る。 そ して主人公 も,星 や数へ の信 仰の 中では理 性

と魔法 の区別 がつか ない と認 めるのであ る。42)

 ま た,主 人 公は,12音 技 法において,対 位 法 の復活,調 性 以前 の段階へ の回帰

とい う意 味で 「復 古的な もの」 と 「革命的な もの」 が結 びつい ると語 り,語 り手

にそれ を 「ドイツ的」 であ ると指摘 され る。43)復 古 と革 命 の結 びつ きを 「ドイ

ツ的」とみ る この見方 は,神 学生 ドイチ ュ リー ンが ドイ ツ特有 の 「原初 的な もの」

への回帰であ ると語 つたル ターの改革を連想 させ る。 マ ンが12音 技 法 を魔方 陣に

讐 えたのは,単 に配置の類似のゆえのみな らず,伝 説 の ファウス トが活躍 した魔

術や 迷信の時代,デ ューラー―やル ターの時代であ る中世 末期 とのつなが りを暗示

す るためで もあ ったのであ る。

 さて,Waezo1dtの 研 究書では,こ の銅版 画 は ど う解釈 され てい るだ ろ うか。

紹 介 されてい る諸説 の中で も特 に,こ の銅版 画 に フィチ ーノの著 書 『三重 の生 に

ついて』(1500,独 訳1505)の 影 響を認 めたGiehlowそ れ を支持 したWarbtrg,

さ らに,Warburgの 見 方 を受 けついだSax1とPanofskyの 説 は,魔 方陣 につい

てマ ンとは全 く異な る解釈を している点で興 味深 い。94)

 15世 紀 フ ィ レンツ ェの人文学者 マル シ リオ ・フ ィチ ーノ (1433-1499)は,古

代 ギ リシア時代か ら中世へ と受け継がれた分類 であ る四気質,す なわ ち(血 液の

過剰 に よる)多 血 質,(粘 液 の過剰に よる)粘 液 質,(黄 胆 汁 の過剰 に よる)胆 汁

質,(黒 胆 汁 の過剰 に よる)憂 欝質 の うち,貧 欲 で怠惰 で吝薔 であ る最悪 の気質
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で ある憂欝質 を,ア リス トテ レスの 『問題集』第30巻 の1の 「哲学,政 治,詩,

技 術 の分野 で,真 に卓越 した者 は皆,明 らかに メランコ リカーである」 とい う説

に基 づいて,天 才 の特権 に解釈 し直 した。 この解釈は,当 時の哲学者や芸 術家に

とって,中 世 の定説 を打 ち破 る画期的 な新解釈であ った。 さらに,医 学 を占星術

に関連 づけて研究 して いた フ ィチ ーノは,メ ランコ リカー と土星の関係に も注 目

し,土 星の も とに生 まれ た人 々は憂欝質になる と考えた。 彼は また,土 星を最高

の秘儀 を黙想す る天 才の星 とみ なす プロティノス派の思想を再発見 し,ピ コ ・デ ッ

ラ ・ミラン ドラ,ロ レンツ ォ等 とともに,土 星の子 を 自称 した。 こうして,元 来,

寛 容 さ,善 良 さを犠牲 に して富 と叡智を得 るとされていた土 星の子は,憂 欝 質の

天才 とな り,そ して,土 星 は,水 星にかわ って芸術家 の守護神 となった のである。

Giehlowと そ れを支持 す るWarburgの 説 は,デ ューラーの銅 版画に,こ の よ う

な フ ィ レンツ ェのネオ ・プ ラ トニス トの憂欝質解釈の影響 を読 み取 る点 で画期的

なものであ り,さ らにWarburgと 関 係 の深か ったPanofsky, Sax1が そ れを補 っ

た。 彼 らの説 は,銅 版 画 の 解釈 の 中で有 力な ものの一 つ と して,Waezo1dt,

w61minに 支 持 され てい る。45)

 銅 版 画の中 には,土 星 と憂欝 質 のア レゴ リーの数 々が描 かれ てい るが,こ こで

は,問 題 の魔方陣 の解釈 のみ を取 り上げ,マ ンの解釈 と比較 してみたい。

 Warburgは この魔方陣 を ユ ピテル,す なわ ち木星 の しる しと考 えた。フィチ ―

ノの考 えでは,木 星は土星 の不 吉な力をやわ らげ る星であ った ことか ら,デ ュー

ラーは この魔方陣 を,土 星 の悪 影響 を免れ る護 符 として銅版画 に描 き込 んだ もの

と考>xら れ る。

 デ ュー ラーに フ ィチ ーノ の この 思想 を仲 介 した人物 と して,Gieh10w, Pa―

nofsky/Sax1は ア グ リッパ ・フ ォソ ・ネ ッテス・・イ ムを想定 している。フィチー ノ

の影響 を受 けた彼 の著作 『オ カル ト哲学』 が捧げ られ ている大 修道院長 ヴュル ツ

ブル クの トリテ ミウス はPanofskyに よれぽ,ニ ュル ンベル クの人文主義者 ピル

クハイマーの友人 であ り,こ の ピル クハイマ ーはデ ュー ラーにギ リシア ・ローマ

古典 の手ほ どきを した親友 で あ った。『オ カル ト哲学』 には銅 版画のそれ と同 じ

魔方 陣が,木 星 の しる しとして記載 されてい る。46)

 惑 星 の人間へ の影響 を信 じる この ような占星術 は,Warburgに よれぽ,教 会

に暗黙 の了解 の下 に許 容 されていた唯一の異教信仰 として中世 に も存続 していた

が,15世 紀 に入 って ビザ ンチ ンの学者(ゲ オルギオス ・ゲ ミス トス)が プ ラ トン

主義 を もた ら し,フ ィチー ノが古代末期 の神秘主義者(プ ロテ ィノス,ポ ル ピュ
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リオス,イ ア ンブ リコス)の 著作を ラテ ン語訳 した のを きつかけ に,大 流 行 し,

そ の是非をめ ぐって論 争が戦わ された。 フ ィチ ーノや ア グ リッパ,メ ランヒ トン

が これを信 じたのに対 して,ピ コ ・デルラ ・ミラン ドラ,サ ヴォナ ローラ,カ ル

ヴァン,そ してルターは これ を否定 した。 小説 のなか で ツ ァイ トブ ロームが指摘

した,星 や数 に対す る レーヴ ァーキ ュー ンの信仰は,実 は,小 宇宙す なわ ち人間

に対す る大宇宙,す なわ ち天界 のハーモニ ーを語 った ア グ リッパや ピタゴラス,

プ ラ トンの数秘学を紹介 した フ ィチーノの思 想に近 い といえ る。 デ ューラーの時

代 には,賛 否 両論 はあ った にせ よ,占 星術 はル ネサ ンス人文主義 の重 要な一部 を

成 してい たのである。 デ ュー ラーの銅版画 は,フ ィチ ーノの思想 を取 り入れて,

だ らしな く眠 りこけ る中世 の メランコ リーにかわ って,土 星 の悪 い影 響を魔方陣

で防 ぎなが ら眼を大 き く見開 いて深遠な思索 にふけ る メラ ンコ リー像 を描 いた こ

とによって,中 世 の解 釈を脱 したルネサ ンス芸術 として位置 付け られ るのである。

 ところが小説 では,人 文 主義者 ツァイ トブR一 ムが レー ヴァーキ ューンの作 曲

法 を占星術 に似た 「迷信」 である と批判 し,レ ーヴ ァーキ ューン自身 も,占 星術

を 「カイザ ースア ッシェル ンの教会 の塔 の宇宙論 」 であ り,「 正真 正銘 の中世 」

である と述べ る。 これ らの箇所か ら読み取 られ る,占 星 術=迷 信=ド イ ツ中世 と

い う見方 は,12音 技 法 を占星術 に讐 え,ど ち らも迷信 的 な運命信仰 であ ると した

ア ドル ノの論 文をふまえた もの と考 え られ る。 マ ンは このア ドル ノの見方 を採用

する ことに よって,必 然的 にデ ュー ラーへ のル ネサ ンス思想 の影響 を切 り捨て,

魔 方 陣を中世 の迷信 の象徴 として印象づ け るこ とにな った のである。

 な お,小 説 において切 り捨 て られ たのはイ タ リア ・ル ネサ ンス との関係ぽか り

ではない。 小説では,デ ュー ラーの世界 とル ターの改革 の親近性 ばか りが強調 さ

れ,エ ラス ムス とデ ュー ラー との関係Y`は 言 及 され てい ない。

 Waezoidtに よれぽ,デ ューラーはルタ ーとは面 識が なか ったが,エ ラスムス

とは ア ン トウェルペ ンとブ リュ ッセルで会 って,肖 像画 を描 いて いる。48)二 人

の仲立ちを した のも親友 ピル クハイマ ーであ った。

 デ ューラーがル ターに共 感 していたのは確か であ る。1521年,ル ター殺害 の誤

報を聞いた時,デ ューラーは 日記にル ターの死 を悼 み,エ ラス ムスの著書 『キ リ

ス ト教徒兵士提 要』 をふ まえて,「 キ リス トの騎 士」 エ ラス ムス よ,キ リス トの

傍 らに出て真理を守れ,と 訴 えている。 デ ュー ラーに とってはル ターもエ ラスム

ス も共 に 「キ リス トの騎 士」49)だ っ たので あ る。 しか し,こ れ ほ どル ターを支

持 していなが ら,デ ューラーは終生 プロテ スタ ン トには改宗 しなか った。
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 ル タ ーとエ ラス ムス,宗 教改革運動 と人文主義が対置 され ている小説 において

は,こ のよ うに両者 に共 感を示 したデ ューラー自身 の姿 を見 出す ことは出来ない。

小説 にち りぽめ られた デ ューラーの作品世界は,専 ら前者 と主人公 の結 びつ きを

暗示す るとい う機能 を与 え られてい る。小説では,デ ューラーが生 まれ,活 動 し

た ニュル ンベ ル クの描 き方 に も同様の偏 りがみ られ る。デ ュー ラーの時代 の ニュ

ル ンベル クは,R-?や ヴ ェネチ アと盛んに交易 していた先進都市 で,ピ ル クハ

イマー,ホ ル ツシューア ー等,エ ラスムス とも交友関係にあ った人文主義者 がサー

クルを形 成 していた。 また ここは,デ ューラーの名親 コーベル ガー等が フ ィチー

ノらイ タ リア人文 主義者 の著作を 出版 していた 印刷術 の中心地 で もあ った。 しか

し小説 の ニ ュル ンベル クは,ア ー ドリアー ンが 自らを讐 えた デ ューラーの版画『油

の釜 の中の殉教者 ヨハ ネ』 を見守 る市民達 の町 として,中 世都市 カイ ザースア ッ

シェル ンと重 ねあわ され てい る。50)マ ンは,Waezoldtの 研 究書を通 じて,デ ュー

ラー とイ タ リア ・ル ネサ ンス の関 係を明 らか に したGieh10w, Warburg, Pa-

nofsky, Sax1の 説 を 当然 知 っていた筈 である。特にPanofskyと は 個人的 にも知

り合 いであ った。Panofskyは,1935年 ・・ンブル ク大学か らプ リンス トン大学へ

移 り,亡 命 して同大学 に招 かれた マ ンとは いわば同僚 の間柄だ ったの であ る。彼

はマ ンの小説 が書 き始 めた1943年,デ ュー ラーに関す る研 究書を出 して いる。51)

マ ンは また ,Saxlが 所 長 を務 めていた ロン ドンのWarburg Instituteと も,ミ ュ

ンヘ ン時代 マ ンの蔵書や資 料を管理 し,ロ ン ドソに亡命 した後 も資料収集 に協 力

していたIda Herzを 通 じ,接 触 してい る。マ ンは小説 『すげか えられた首』 を

同研究所 に送 ってお り,Warburgの 著 書の ことも知 っていた。52)マ ンが小説執

筆 中にア ドル ノに贈 られ て読 んだベ ンヤ ミンのrド イ ツ悲 劇の根源』に も,Pa-

nofsky/Saxlが 『メラ ンコ リアI』 論 で土星 とメラン コリーの関係を論 じた部分

が要約 されて いる。53)

 しか し,そ れ に もかかわ らず マ ンが実際に利用 したのは,彼 自身 「驚 くほ ど国

家主義 的」 と批判 したWaezo1dtの 研 究 書であ った。 Wilhe1m Waezo1dt(1880―

1945)もWarburgと は 無関 係ではない。 彼は1909年 か ら2年 間, Warburgの 助

手 を務 め,そ の後 ベ ル リン美術館付 属図 書館へ館 長 として赴任 した。Sax1を

Warburgに 紹 介 した の も彼で ある。1927年 か ら33年 まで同美 術館 館長 を務め,

マ ンとは1931年 と32年 に文 化会議で同席 してい る。54)

 マ ンのWaezo1dtに 対 す る批判は この書の第十章rデ ューラーとル ター』に 向

け られてい る。 この章 では,互 いに面識のなか ったル ターとデ ューラーの間にみ
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られ る共通性,例xぽ 農民戦争 においてデ ュー ラーがル ター と同様,農 民弾圧 を

支持 した こと,な どが挙 げ られ ている。 この章 の最 後でWaezo1dtは イ タ リア ・

ルネサ ンスを,自 国の伝統 である古典文化 を周辺諸 国の影響 か ら守 る為の民族運

動 として捉 えてい る。彼 は,芸 術史 におけ る ドイ ツ ・ル ネサ ンスの方を,イ タ リ

ア ・ルネサ ンス と異 な り,民 族 の創造 力の再生 とはな り得 なか った他民族 の文化

の同化 にす ぎない とし,ル ターの改革 におい て こそ ドイ ッ民 族の宗教心 の再生 と

い う魂 のルネサ ンスが実現 され た と主張 して いる。55)こ れ は,小 説 の ドイチ ュ

リー ンの民族 主義 的宗 教改革観 と共通す る見方 であ る。一方,マ ンは1945年 に講

演 『ドイ ツと ドイ ツ人』 の中で,ル ターの農民弾圧 支持 を 「国家当局 に対す る ド

イ ツ人の卑屈 な態度」 の原型 とみな し,ま た宗教 改革運動 を 「国家主義的解放運

動」,「民族的 エ ゴイズム」と批判 している。56)マ ンのWaezo1dt批 判 の背景に も,

彼 の この よ うな認識 があ った と考 え られ る。

 しか し逆に マンは,こ の書を 「国家主義的」 と感 じた か ら こそ,小 説 に利用 し

た とも言え るのではないだ ろ うか。Waezo1dtが 強 調す るデ ュ― ラー とル ターの

共通 性は,デ ューラーを 「ル ターの忠実な追髄 者」,「北方 的,キ リス ト教 的理 想

の成就者」とみな したベル トラムの見方 と一致 す る。マ ン自身,ニ ーチ ェのル ター

批判 に共 感 していた とはいえ,『 非政 治的人 間の考 察』執 筆時期 にはベル トラム

に見方を支持 していた のである。自伝的要素 の強 い この小説 において,歴 史 的デ ュ

ーラー像 よ りも
,r非 政 治的人間 の考 察』執筆 の時期 にマ ンが抱 いていた デ ュー

ラー像 の方が優先 され るのは当然であ り,そ の批 判的 な導 入 に よって,マ ンは 自

己批判を試み たと考 えられ る。そのため に,Waezoldtの 研 究書が下敷 きに され,

さ らに,Waezoldtの 研 究書に も明記 され ていた,デ ュー ラー とイ タ リア ・ル ネ

サ ンス,あ るいは エラスムス等人文主義者 との関係 まで も切 り捨 て られ,ル ター

の改革 同様,中 世的 で国家主義的 なデ ュー ラーの世 界がつ く りあげ られた のであ

る。

 この ようなデ ュー ラーの機能 は,第 三帝 国に ドイ ツ特 有 の保守 的革命を見,宗

教 改革運動 と重ね合わ せる この小説 の構想上 か らい って も,や むを得ない もので

あ ったか もしれない。しか し,小 説 に描かれ なか った デュー ラーや中世末期 の ニュ

ル ンベル クの歴史 的実像を考 える とき,小 説に描か れた ドイ ツ中世 末期の虚構性

もまた否定で きない。 その虚構性 は,小 説 とい うジ ャンルにおいては問題 にな ら

ないであろ うが,そ れが マン自身の ドイ ツ観にかか わ って くる場 合は ど うであろ

うか。
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 マ ンは講演 『ドイ ツと ドイ ツ人』 の中で,故 郷 リューベ ックを次の よ うに描 写

してい る。「雰 囲気 自体 に何か,  い わ ば15世 紀 最後 のの数十年間に おけ る

人間感情 の名残 の よ うな もの,中 世末期 の ヒステ リー,潜 在 的な伝染性精神病 の

幾 らかが残 っていたの です。理性的 で冷静 な近 代的商業都市 について こんな こと

を言 うのは奇妙 な ことです が,こ こでは突然,少 年十字軍運動や 神がか りの舞踏

病,民 衆 の神秘主 義的 な放 浪やそれ に類す るものを伴 う十字 架奇蹟 の興奮 がお こ

るとい うことが考 え られ たのです。一 よ うす るに古代的神経症 的な下地 が感 じ

られ ま した。」57)

 こ の描写 は,宗 教 改革 前夜 の ドイ ツに関す るWaezoldtの 記 述を下敷 きとす る,

小説 『フ ァウス トゥス博 士』に おけ るカイザ ースア ッシェル ンの描写 とほぼ同 じ

であ る。58)マ ンは講演 の中で,こ の よ うな リューベ ック像 が,彼 の 「ドイ ツ」

像を決定す る内的体験 とな った,と 述べてい る。す ると彼 の ドイ ツは,リ ュ

ーベ ックであ ると同時 に
,架 空都市 カイザ ースア ッシェル ンで もあ り,い わぽ,

彼 の中 で両者 が同化 して しまった と考 えられ る。 アー ドリア ー ンのい る所,そ れ

が カイザ ース ア ッシ ェル ンだ,と い うのは小説 の悪魔 の言葉 であ るが,マ ンの リュ

ーベ ックも
,カ イザ ース ア ッシェル ンに同化 され,歴 史的,地 理的実体か ら離れ

た観念的 なもの と化 してい るのである。

 こ の講演 には,デ ュー ラーの名 は出て こない。 そのかわ り,ヴ ュル ツブル クの

彫刻 家 テ ィルマ ン ・リー メンシ ュナイ ダーが,ル タ ーの同時代人 で,マ ンが共 感

す る人物 として挙 げ られてい る。 リー メンシュナイ ダーは,農 民一揆 の弾圧 を支

持 した ルター とは対照 的に,農 民弾圧 の命令を拒 んで投獄 された人物 である。 こ

こでデ ューラーは,名 前 こそ挙げ られ てい ない ものの,農 民弾圧 を支持 した点 で

ル ターと同 じく批 判 の対 象 と して意識 されてい た と考 えられ る。 このルター対 エ

ラス ムス,デ ューラ―対 リー メンシュナイ ダーとい う構 図は,ル ターとデ ュー ラー

を結 びつけ る,ベ ル トラムやWaezoldtの 見 方 に極め て近 い といえるだ ろ う。

 マ ンは,『 非政 治的人 間の考 察』を書いていた頃,ベ ル トラムの民族主義的 デ ュ

ー ラー像
,す なわ ち北 方的,ル ター的であ り,ヴ ァー グナー,シ ョーペ ンハ ウア ー,

ニーチ ェが形 づ くる ドイ ツ精神の系譜 につ らなるデ ューラー像に共感 した。そ し

て,小 説 『フ ァウス トゥス博士』にデ ューラーの世界 を取 り入れ る際 にも,デ ュー

ラー とイ タ リア ・ルネ サ ンス,デ ュー ラー と人文主義者の関係を意図的に切 り捨

て,デ ューラーのイ タ リア旅 行す ら,「 ドイ ツ的」 とみ なす ことに よって,『 非政
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治的人間 の考 察』 当時 のデ ュ―ラー像 を再 現 した。 そ こには,か つ ての 自分の民

族主義的思想 を批 判的 に回想す る意図が はた らい ていたが,し か し,そ の反面,

見方 こそ批判 的にな った とはいえ,当 時 とかわ らぬ デ ューラー像 は,デ ューラー

の歴 史的実像 からずれ たものにな って しまった。

 Lehnertは,『 フ ァウス トゥス博士』 では,キ リス ト教 を救 った保守 的革命家

とい うニーチ ェのル ター像が,20世 紀 の ドイ ツの現実 と無理 に重ね あわ された た

め,ル ターの実像 が歪 め られ て しまった,と 指 摘 して い る。59)そ の ル タ ーと結

びあわ され たデ ュー ラーの場合 も,ま さに これ と同 じであ ったと言 えるだ ろ う。

この ようなゆがみ も,虚 構 を前提 とす る小説 では許 され る。 しか し,マ ンが,そ

の歪 んだデ ューラー とルタ ーの時代像を,小 説のみ な らず,自 分 自身 の ドイ ツ像

として講 演に も取 り上 げる とき,彼 は小説 の 中で批判 した はずのイデオ ロギーに

染 ま った ドイ ツ像 に再度 とらわれて しま って いる といxる のでは ないだ ろ うか。

ここに,彼 の 自己批判が は らむ問題性 を指摘 できるだろ う。

 マ ンは晩年,ル ターの結婚 をテーマに戯 曲の準 備を進め ていた。20世 紀 のの ド

イ ツに中世末 期をだぶ らせた 『フ ァウス トゥス博 士』 とは異 な り,今 度は16世

紀 そ の ものが舞台 とな り,ル ター,エ ラスムス と並んで デ ューラーも登場す る予

定 であ った。6。)マ ンがあ らた に描 こ うと したデ ューラーは,『 フ ァウス トゥス博

士』 での よ うにル ターと強 く結 びつ いた 中世人 デ ューラーだ ったのか,そ れ とも

エ ラス ムス等人文 主義者 と親 しく交 わ っていた ルネ ッサ ンス人デ ュー ラーだ った

のか,興 味は尽 きないが,残 念 なが らそれを知 る手がか りは残 されて いない。
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